
縄

繍
崖

撚 灘

灘
’　駒

灘

蝋

鑛 灘

羅
、

鞍
懸

羅
、
　
　
翻
　
難

欝
醐

1　轍

聾

糠

灘

餌

職

蕩

麟
翻

蝶

鱗　　難蟷
　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　縫，
　　灘鰻

鑛

灘
難
灘

、
竪
測
鑑
鱈
鱈
騒
藤
、
霧
懸
鍵

・
，
　
、
羅
圏
・
蝋
．
翻
欝
様
翻
灘

鯉
　
、
∞
　
灘
、
糊
翻
灘

婁
　
窺
燃
響
灘
　
・
．

鐵
灘
難
．
、
　
灘
欝
－
葬

　
識
．
灘
騰
　
　
　
　
　
　
p
　
　
垂
　
縫
轟
麟
謹
華

　　　撚　　　　　　　　　縫　　　　　　撒　 職轍
鰍　　難　舞　　’灘麗灘　P灘…灘購

　　　鱗　韓購嫁鶴
灘麟灘．一

《人口の動き》　男3，033（＋1）女3，057（一3）計6，090（一2）世帯数1，677（一2）

7月1日現在　　出生4　死亡5　転入4　転出5
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麓51騨

ダ
・嚢

嘱
ぎ

懸
灘

塾
．
幽

　
　
　
　
櫨
．

　
　
　
礎
鶉

　
　
　
も
ソ
騨

　
　
　
　
、
瓢
㌔

籍
難
轍
饗
，

ゆ　　　　　　　　 デ　　　　　　　　　　　ド　コ　ヘし　コぞやむドヤぬ　ロノずかえ　もア
　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　ドぷボむノドずヘ　ヤ　ド　　メ　　　みコ

繍ケ原寮蓄「早稲田翻躇謹縢馨迦
　　　　　婁　　　　　　　・・　　　　　幾轡・…
　　　　　　　　　㌦　　　　蚤ミ撒’穴
　　　　　・、臨癬華　　　　　　　　　　　　　勲　婆　．『・’｝沖

　
ゆ
ヂ

、
、
　
　
曳

　
・
擁

．
懇

・
懸
懸
灘
嚇

瀞
’

蟹

ウ
　
恥
　
へ

・
墾
・

隙　　
礪羅鍵

鱒
謂

幽
撫　　概

曲《

　
県
立
松
代
高
等
学
校
前
の
小
高
い

と
こ
ろ
に
あ
る
「
早
稲
田
ク
ラ
ブ
」

（
元
向
ケ
原
男
子
寮
）
が
装
い
も
新

た
に
な
っ
た
。

　
藤
巻
幹
雄
さ
ん
（
松
代
、
ふ
じ
や

金
物
店
）
他
5
名
の
仲
間
に
よ
っ
て

「
早
稲
田
ク
ラ
ブ
」
の
改
装
工
事
が

5
月
2
8
日
か
ら
、
向
ケ
原
に
響
き
わ

た
っ
た
。

　
一
階
は
、
1
0
畳
2
間
（
和
室
）
、

大
小
研
修
室
、
調
理
室
、
ド
ー
ム
型

の
風
呂
場
な
ど
が
あ
る
。
二
階
は
、

10

畳
7
間
（
和
室
）
が
出
来
て
い
る
。

廊
下
は
、
ジ
ュ
ウ
タ
ン
が
敷
か
れ
、

今
ま
で
の
面
影
は
な
い
。

　
向
ケ
原
男
子
寮
は
、
松
代
町
が
昨

年
、
新
潟
県
か
ら
無
償
で
払
下
げ
を

受
け
た
も
の
で
あ
る
。
　
（
敷
地
に
つ

い
て
は
有
償
）

　
藤
巻
さ
ん
は
、
こ
ん
な
苦
労
話
を

さ
れ
る
。

　
自
信
を
も
っ
て
”
松
代
”
と
い
え

る
も
の
が
ほ
し
い
。

　
”
土
中
に
種
子
を
蒔
い
て
か
ら
、

10

年
た
っ
た
。
や
っ
と
こ
こ
ま
で
き

た
”
と
…
…
。

　
早
稲
田
グ
ラ
ン
ド
（
旧
山
平
中
）

に
大
学
の
教
授
を
案
内
し
た
時
は
、

葦
が
顔
を
な
ぜ
て
い
ま
し
た
。
最
近

発
行
の
道
路
マ
ッ
プ
に
、
早
稲
田
の

校
地
が
乗
り
ま
し
た
と
話
さ
れ
る
藤

巻
さ
ん
の
顔
は
明
る
い
。

　
す
で
に
、
大
学
の
授
業
と
し
て
、

（
体
操
）
単
位
取
得
の
た
め
蜘
人
の

学
生
が
、
松
和
寮
と
、
早
稲
田
ク
ラ

ブ
に
宿
泊
し
た
。
ブ
ナ
の
林
、
す
ん

だ
青
い
空
、
人
情
味
豊
か
な
、
こ
の

地
に
は
、
き
っ
と
満
足
さ
れ
た
こ
と

と
思
わ
れ
る
。

　
学
生
の
村
と
し
て
、
他
に
“
ほ
こ

れ
る
”
何
か
が
動
い
て
い
る
。

　
頑
張
っ
て
下
さ
い
6
人
の
勇
士
〃

　
今
年
の
早
稲
田
関
係
の
日
程
は
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

練習月日 利用者（団体名） 人員 練習会場

8月8日～
　　8月11日

マンドリン

　　　クラブ
45人 松代中学校

8月9日～
　　8月18日

バドミントン

　　　　　部
30人 総合体育館

8月11日～
　　8月16日

ソフトボール

　　　同好会
37人 松代中学校

8月12日～
　　8月18日

バスヶット部 32人 〃

8月24日～
　　8月30日

ノく一ベル

　　　クラブ
40人 総合体育館

延人員は、1，200人ほどになる見込みです。



”II”””1””””131””””ll”ll”1”こうほう・まつだい（7月号）”III”1”1”ill”II”ll”Il”””1”IIliII”lllll川Ill”IIlll”III””II””II”II””ll””llIIIII”ill”IllI””II”1”IIll”III”1”1“””II”II”1”II”III””1”lll”II””1”””III

騰

撫黛
誕

難

韓灘

櫛欝

響
鑓

㈱

鞍
欝
蕩

’
藁辱

轟
蒙
灘

難

　
　
　
　
．
籔
懲

　
　
　
　
　
　
鍵

灘
灘
き灘

灘
照簾

騰醐蝋

雛

踊

　
建
設
所
は
、
ご
存
じ
の
と
お
り
役

場
裏
の
小
高
い
所
に
あ
り
ま
す
。

　
4
月
1
0
日
㈱
天
候
晴
、
友
田
孝
所

長
以
下
4
名
の
技
師
、
2
名
の
事
務

員
、
自
動
車
運
転
員
、
用
務
員
計
9

名
の
方
が
励
㎝
程
の
残
雪
の
な
か
就

任
さ
れ
た
．

　
①
出
身
地
、
②
前
任
地
　
③
趣
味

④
感
想
（
松
代
）
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
し
た
。

◎
友
田
孝
（
所
長
）
①
北
海
道

②
東
京
本
社
③
ス
ポ
ー
ツ
な
ん
で

も
、
親
子
で
ラ
グ
ビ
ー
を
す
る
の
が

楽
し
い
。
④
都
会
の
生
活
よ
り
、
田

舎
の
生
活
が
好
き
で
す
。

◎
伊
藤
慶
秋
（
副
所
長
）
①
九
州

②
東
京
支
社
　
③
ス
ポ
ー
ツ
　
④
交

通
の
便
が
悪
い
。

◎
小
島
隆
（
技
師
）
①
新
潟
県
②
東

京
支
社
（
上
越
新
幹
線
）
③
パ
チ
ン

コ
④
高
田
出
身
な
の
で
雪
に
は
驚
き

ま
せ
ん
．

◎
池
田
和
人
（
技
師
）
①
九
州

②
東
京
支
社
（
上
越
新
幹
線
）
③
ス

ポ
ー
ツ
④
商
店
が
一
緒
に
休
む
の
が

不
便
だ
．

◎
雨
宮
秀
明
（
技
師
）
①
長
野
県

②
東
京
支
社
（
上
越
新
幹
線
）
③
こ

れ
と
い
っ
た
趣
味
は
な
い
。
④
赴
任

し
た
時
、
雪
が
多
か
っ
た
の
で
冬
が

心
配
で
す
。

◎
飯
島
和
義
（
事
務
）
①
新
潟
県

②
東
京
支
社
③
ハ
ム
④
町
内
の
人
達

が
と
て
も
親
切
で
感
謝
し
て
い
ま
す
。

◎
富
沢
智
子
（
事
務
）
①
松
代
町
大

字
太
平
　
④
人
の
付
き
合
い
の
大
変

な
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

◎
鈴
木
洋
一
（
自
動
車
運
転
士
）

①
松
代
町
大
字
松
代
②
東
京
支
社

　
鈴
木
さ
ん
は
、
4
8
年
松
代
建
設
所

が
で
き
て
か
ら
勤
務
し
て
お
り
、
職

員
の
移
動
な
ど
、
懐
か
し
そ
う
に
話

さ
れ
た
。

◎
市
川
よ
き
い
（
用
務
員
）

①
松
代
町
大
字
松
代

　
建
設
所
入
口
附
近
の
大
豆
、
と
う

も
ろ
こ
し
畑
は
、
市
川
さ
ん
の
管
理

で
あ
ろ
う
か
、
大
き
な
実
を
付
け
て

い
る
。

　
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル
は
土
質
が
悪
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
素
人
に
も

犬伏ずい道断面図

分
か
る
よ
う
に
言
う
と
・
・
。

　
軟
ら
か
い
粘
土
の
中
を
掘
っ
て
い

く
と
、
回
り
か
ら
し
ぼ
り
だ
さ
れ
る

よ
う
な
状
態
に
な
る
と
い
う
。
可
燃

性
の
メ
タ
ン
ガ
ス
が
怖
い
で
す
と
、

所
長
さ
ん
は
説
明
し
て
く
れ
た
。

　
犬
伏
ト
ン
ネ
ル
の
7
月
2
3
日
現
在

の
進
捗
状
況
は
9
9
m
で
あ
る
。

　
犬
伏
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
断
面
は
、

図
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
断
面
積

は
約
、
3
0
㎡
で
、
畳
、
約
1
9
枚
ほ
ど

の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
。
一
m
当
り

の
工
事
費
は
、
約
m
万
円
位
か
か
る

そ
う
で
す
．

　
来
月
（
8
月
）
に
な
る
と
工
事
発

注
増
の
た
め
、
2
～
3
名
の
職
員
の

増
員
が
な
さ
れ
る
。

」3
　0鵠
．
O
　
　
　
　
　
　
N
O
．
N

920～48’

S．L

導

0
砲
　
o
　
幽
　
　
　
　
～
　
　
　
　 。浄碧
ノ
　
　
　
　
　
　
　
＼
　
　
　
　
　
　
／ 奪

o

　　　　魅シ
　　　魅奪

漉　　　　警

怒

R．L

0

0．42

　　9“ケ
、／

8
～
鴇
、
o
ワoQ

寸
．
N
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
の
．
O
　
　
の
N
．
O

F
．

1、＼
採 　N316

17

　　　　　　　鰺

0．10
　　　1．8。0」膿召ユ061．8。

皇
墾
一
9

0．27

［
0
．
2
7 3．60

4．14

卜
O
．
N

鵠
．
o
う
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羅懸鷺

　
松
代
町
で
は
健
康
体
力
づ
く
り
推

進
連
絡
協
議
会
を
昭
和
5
9
年
度
よ
り

結
成
し
、
町
民
の
健
康
と
体
力
を
増

し
、
明
る
い
地
域
づ
く
り
、
町
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
モ
デ
ル
部
落
と
し
て
現

在
、
下
山
部
落
が
肥
満
を
少
な
く
し
、

よ
り
健
康
な
体
力
づ
く
り
、
蓬
平
部

落
が
貧
血
を
克
服
し
医
療
放
置
者
を

な
く
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
2
～
3

力
年
計
画
で
各
種
の
事
業
を
年
間
数

回
に
わ
た
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
本

年
度
の
主
な
事
業
内
容
は
心
の
健
康

な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
に
は
医
学
的
な
立
場
か
ら

の
指
導
・
助
言
と
し
て
医
師
の
講
演

を
は
じ
め
と
し
、
生
活
面
の
問
題
、

心
の
問
題
等
を
話
し
合
い
ま
す
。
又
、

体
を
動
か
し
、
汗
を
流
し
た
り
、
毎

回
楽
し
い
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な

っ
て
お
り
、
下
山
・
蓬
平
の
皆
さ
ん

も
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。

　
年
々
高
齢
化
が
進
み
、
町
全
体
が

年
を
と
っ
て
き
て
い
る
現

状
の
そ
の
中
で
町
民
一

人
一
人
が
ど
の
よ
う
に

毎
日
を
健
康
に
過
ご

す
か
、
そ
し
て
ど

の
よ
う
に
健
康

な
老
後
を
迎
え

る
か
が
問
題
　
　
　
襲

と
な
っ
て
き

ま
す
．
「
今

が
な
ん

と
も
な

　　　繋欝　　㌧帽糠鷲あ越
　　　　　の　　　　　　　と過よ町て
　　’領磁き襲ご織
！’触鰭館撫轡種
』鰹灘鰍鳶灘鞠ひあ隷

い
か
ら
」
と
安

易
な
生
活
を
送
っ
て
い
た

の
で
は
、
必
ず
そ
の
大
き
な
代

償
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が

く
る
の
で
す
。
忙
し
さ
の
中
に
も
、

自
分
の
、
そ
し
て
家
族
の
健
康
と
幸

せ
の
た
め
に
、
も
う
一
度
今
の
生
活

、
～

’爆の≧轡13

を
み
な
お
し
て
み

た
い
も
の
で
す
．

’鷹

鰍

　
　
鈎鰍
愚

馬
、
馬

　
　
倦
秘

　
　
　
　
　
O

女

♂

栖欝

　　、灘肇　　　　萎

　鴨犠禽3♂

撫緬　
義

魏嬉
　　傭
　　　　～
㌔禽　／o㌔
＼

　
を衛
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震
カ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
か
？

ノく

ン
ビ
・
チ
ー
ム
　
（
蒲
生
）

　
七
月
七
日
（
日
）
婦
人
の
体
力
つ

く
り
を
目
的
と
し
て
、
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
町
体
育
館
を
会
場
と

し
、
十
八
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
ず
い

し
よ
に
、
好
プ
レ
ー
、
珍
プ
レ
ー
が

続
出
し
、
婦
人
パ
ワ
ー
と
歓
声
が
会

場
に
あ
ふ
れ
、
最
後
ま
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一
位
バ
ン
ビ
チ
ー
ム
（
蒲
生
）

二
位
　
聖
子
チ
ー
ム
（
田
野
倉
）

“
”
ガ
ン
バ
レ
・

　
午
後
五
時
半
頃
、
空
手
着
を
身
に

つ
け
、
三
～
四
人
で
体
育
館
へ
く
る
。

午
後
七
時
、
柔
剣
道
場
の
ド
ア
を
開

け
る
と
同
時
に
「
オ
ッ
ス
」
と
い
う

言
葉
で
入
る
。
あ
と
は
指
導
者
の
掛

声
に
よ
り
、
練
習
が
始
ま
る
。

チ
ビ
ッ
コ

空
手
教
室
よ
鱒
4
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
会
員
は
主
に
小
学
生
が
中
心
で
、

動
作
も
ま
だ
あ
ど
け
な
い
。
会
員
の

中
に
は
水
色
の
帯
（
六
級
・
七
級
）

を
し
め
て
い
る
人
九
人
、
将
来
の
国

体
選
手
を
目
指
し
て
ガ
ン
バ
レ
！

　
ふ
ん
ば
り
力
を
つ
け
る

　
の
に
役
立
つ
宙
返
り

　
む
ず
か
し
そ
う
に
み
え
ま
す
が
、

子
ど
も
は
一
度
覚
え
る
と
「
も
う
一

度
、
も
う
一
度
」
と
せ
が
む
く
ら
い

楽
し
い
体
操
で
す
。

　
両
手
を
と
り
、
膝
に
足
を
か
け
さ

せ
て
、
太
も
も
、
お
な
か
と
よ
じ
の

ぼ
ら
せ
ま
す
。
お
な
か
ま
で
き
た
ら
、

お
母
さ
ん
は
握
っ
た
手
を
持
ち
上
げ
、

心
も
ち
内
側
に
向
け
て
や
り
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
子
ど
も
は
く
る
り
と

ま
わ
り
ま
す
。

　
お
母
さ
ん
に
も
体
力
、
と
く
に
腕

の
力
が
要
求
さ
れ
ま
す
か
ら
、
2
～

3
歳
の
子
ど
も
向
き
と
い
え
る
で
し

よ
・
つ
。
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醗
茎
園
歯
盟
察
…
盤
蹴
ー
．
響
ー
・
醗
獣
イ

欝
藻
繕
燧
ー
零
撚
．
鍵
開
催
惑
饗
る

ヤ
ッ
タ
ァ
！

　
三
時
間
か
か
っ
て
火
が
起
き
た
。

火
の
こ
を
た
や
さ
な
い
よ
う
に
！

　
去
る
6
月
2
2
・
2
3
日
、
松
代
城
山

キ
ャ
ン
プ
場
に
お
い
て
「
第
一
回
中

学
生
リ
ー
ダ
i
・
サ
バ
イ
バ
ル
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
日

の
参
加
者
は
、
中
学
生
3
0
名
、
ス
タ

ッ
フ
2
名
の
計
3
2
名
で
あ
っ
た
。

　
今
回
の
リ
ー
ダ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

は
、
「
中
学
生
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
」

と
し
て
5
月
2
5
日
、
6
月
1
日
の
二

回
に
わ
た
り
、
　
「
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
・
救
急
法
、
歌
、
ゲ
ー

ム
の
指
導
法
、
サ
バ
イ
バ
ル
の
基
礎

知
識
」
な
ど
を
研
修
し
た
。
そ
し
て

最
後
に
実
習
と
し
て
「
サ
バ
イ
バ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
行
っ
た
も
の
で

あ
る
。

　
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
目
的
は
、

「
創
造
す
る
こ
と
を
学
ぶ
」
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
条
件
と
し
て
、

　
①
自
力
で
火
を
起
す
。

　
②
ご
飯
は
ハ
ン
ゴ
ウ
以
外
の
も
の

　
　
で
炊
く
．

　
③
電
灯
を
使
わ
な
い
。

以
上
を
守
っ
て
各
班
ご
と
に
多
彩
な

小
道
具
な
ど
を
考
案
し
て
き
た
よ
う

で
あ
っ
た
。

　
他
人
か
ら
言
わ
れ
な
い
と
何
も
で

き
な
い
子
供
達
が
多
く
な
り
つ
つ
あ

る
現
在
に
お
い
て
、
　
「
自
分
で
何
か

を
す
る
」
こ
と
が
如
何
に
大
切
な
も

の
で
あ
る
か
を
考
え
さ
せ
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
あ
っ
た
。

噂
＝
・
。
■
∫
＝
。
一
一
＝
∫
＝
．
一
．
＝
∫
＝
9
一
・
＝
3
＝
。
一
・
＝
3
＝
6
・
富
＝
」
＝
＝
一
＝
」
8
．
一
一
一
＝
」
＝
一
一
一
＝
3
＝
＝
．
＝
∫
＝
一
一
一
＝
一
9
＝
喚
一
．
3
一
一
＝
・
。
・
2
」
＝
＝
．
＝
」
＝
＝
＝
。
一
一
＝
．
一
．
2
」
＝
＝
一
＝
3
＝
一
＝
＝
」
＝
。
＝
＝
」
一

中
学
生
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

　
　
　
　
　
参
加
し
て
　
樋
・

　
　
　
　
　
　
　
■
一
一
嘩
＝
3
＝
＝
一
＝
」
＝
＝
零
」
ぎ
乙
一
。
＝
3
・
＝
＝
＝
一
一
＝
．
．
。
＝
」
＝
＝
＝
」
∫
乙
一
一
＝
」
＝
・
一
・
＝
」
＝
＝
一
＝
∫
＝
＝
一
＝
一
一
＝
甲
一
．
・
．
∫
＝
＝
塁
．
3
＝
・
＝

　
6
月
2
2
、
2
3
日
、
中
学
生
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
サ
バ
イ
バ
ル
」
と
い
う

原
始
生
活
を
体
験
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
課
題
は
「
ラ
イ
タ
ー
・
マ
ッ
チ

は
使
わ
ず
、
ハ
ン
ゴ
ウ
も
使
わ
ず
、

電
灯
も
使
わ
な
い
」
と
い
う
も
の
で

し
た
。
ラ
イ
タ
ー
・
マ
ッ
チ
の
か
わ

り
に
自
分
達
で
火
を
起
し
た
り
、
ハ

ン
ゴ
ウ
の
か
わ
り
に
鍋
を
利
用
し
た

り
、
電
灯
の
か
わ
り
に
ラ
ン
プ
を
作

っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
火
を
起
す
時
は
木
を
使
い
、
色
々

な
方
法
で
起
し
ま
し
た
。
木
と
木
を

こ
す
り
合
わ
せ
た
り
、
ヒ
モ
を
使
う

“
ヒ
モ
ギ
リ
式
”
、
弓
を
使
う
“
ユ

ミ
ギ
リ
式
”
な
ど
を
や
り
ま
し
た
。

一
番
早
く
起
き
た
も
の
は
、
木
と
木

を
こ
す
り
合
わ
せ
た
も
の
で
し
た
。

　
ご
飯
を
炊
く
時
は
、
普
通
の
鍋
を

使
い
、
ハ
ン
ゴ
ウ
を
使
っ
て
炊
く
時

文
子

3
」
＝
．
一
■
＝
」
＝
・
一
一
一
．
」
＝
・
＝
；
∫
＝
・
一
一
＝
一
一
＝
■
一
一
＝
一
『

と
同
じ
要
領
で
や
り
ま
し
た
。
お
湯

が
沸
騰
し
て
い
る
か
ど
う
か
木
の
先

を
鍋
の
ふ
た
の
と
こ
ろ
に
あ
て
た
り
、

ま
だ
鍋
の
中
に
水
が
あ
る
か
ど
う
か

調
べ
た
り
し
て
炊
き
ま
し
た
。
ま
た

鍋
の
こ
げ
た
も
の
は
、
泥
を
つ
け
て

草
で
こ
す
る
と
き
れ
い
に
な
る
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
ラ
ン
プ
は
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ

ー
な
ど
の
空
び
ん
を
利
用
し
て
作
り
、

ロ
ー
ソ
ク
に
火
を
つ
け
、
そ
れ
を
電

灯
の
か
わ
り
に
し
ま
し
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
が
や
っ
た
実
験
で
、
ボ

ー
ル
紙
で
い
れ
物
を
作
り
、
お
湯
を

沸
か
し
、
そ
の
中
で
ラ
ー
メ
ン
が
作

れ
る
か
？
と
い
う
の
が
あ
り
、
ボ
ー

ル
紙
の
い
れ
物
で
ラ
ー
メ
ン
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
リ
ー
ダ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

よ
っ
て
、
　
「
自
然
を
利
用
す
れ
ば
何

で
も
や
れ
る
」
と
い
う
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
今
は
何
で
も
不
自
由
な
く

生
活
で
き
る
時
代
で
す
。
そ
ん
な
中

原
始
生
活
を
体
験
す
る
と
い
う
こ
と

は
難
し
い
こ
と
で
す
。
こ
の
リ
ー
ダ

ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
学
ん
だ
こ
と
を

今
後
の
自
分
の
生
活
に
役
立
て
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。
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鑑濃

　
去
る
7
月
6
日
～
7
日
、
青
少
年

育
成
町
民
会
議
主
催
の
少
年
団
体
リ

ー
ダ
ー
交
換
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
当
初
、
松
之
山
大
厳
寺
高
原
で
行

う
予
定
で
し
た
が
、
連
日
の
雨
で
会

場
が
変
更
に
な
り
、
松
代
町
総
合
体

育
館
一
階
ピ
ロ
テ
ィ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
派
遣
社
教
主
事
の
中
沢
先
生
や
職

員
の
皆
さ
ん
の
指
導
に
よ
る
テ
ン
ト

の
設
営
、
飯
ご
う
炊
飯
を
研
修
し
ま

し
た
。
ま
た
今
回
は
、
中
学
生
リ
ー

ダ
ー
7
名
が
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て

大
変
良
い
働
き
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

最
初
は
中
学
生
リ
ー
ダ
ー
に
と
ま
ど

い
を
隠
し
き
れ
な
い
様
子
で
し
た
が
、

時
間
が
た
つ
に
つ
れ
、
す
っ
か
り
打

ち
と
け
て
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
ま

し
た
。
夜
は
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス

で
実
際
の
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
想
定
し
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
な
ど
、
思
い
出

深
い
研
修
会
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ

・
つ
。

鼎

晦
講
羅
欝
護
蟹

　
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
を

深
め
犯
罪
の
な
い
住
み
よ
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
目
的
で
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
が
毎
年
七
月
を
強

調
月
間
と
し
て
全
国
一
斉
に
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
は
昭
和
二

十
六
年
法
務
省
の
主
唱
で
発
足
以
来

今
年
で
三
十
五
回
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
の
重
点
目
標
は
「
地
域
活
動
の

推
進
に
よ
る
少
年
の
非
行
防
止
と
更

生
の
援
助
」
と
決
ま
り
、
各
地
で
色

々
な
催
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
居

た
青
少
年
の
非
行
は
こ
の
と
こ
ろ
数

的
に
は
横
ば
い
の
傾
向
に
あ
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
内
容
的
に
は
非
行
の

低
年
齢
化
、
複
雑
多
様
化
等
そ
の
動

向
は
耳
目
を
お
ど
ろ
か
す
も
の
が
、

多
発
し
て
居
ま
す
。
幸
い
現
在
で
は

当
地
区
は
他
に
く
ら
べ
非
行
犯
罪
は

少
な
い
と
は
言
え
、
今
後
ど
の
よ
う

な
方
向
へ
向
う
か
予
断
を
許
さ
な
い

と
思
い
ま
す
。
又
明
る
み
に
出
な
い

潜
在
的
な
非
行
も
既
に
私
達
の
耳
に

入
る
状
態
で
す
。
こ
う
し
た
状
況
に

対
処
し
、
又
非
行
に
陥
っ
た
青
少
年

の
立
ち
直
り
を
助
け
る
に
は
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
理
解
と

協
力
に
よ
る
幅
広
い
地
域
活
動
を
展

開
し
て
い
た
だ
か
ね
ば
、
実
積
を
あ

げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
月
間
中

に
は
各
地
で
色
々
な
行
事
も
計
画
さ

れ
て
居
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
行
事
に

は
進
ん
で
ご
参
加
下
さ
る
よ
う
お
ね

が
い
し
ま
す
．

　
尚
こ
の
運
動
は
強
調
月
間
だ
け
で

終
ら
せ
ず
、
年
間
を
通
じ
国
民
一
人

一
人
が
自
ら
の
間
題
と
し
て
犯
罪
非

行
予
防
に
と
り
く
む
こ
と
に
よ
り
家

庭
か
ら
近
隣
へ
又
地
域
へ
と
幅
広
い

活
動
が
展
開
さ
れ
、
本
当
に
犯
罪
非

行
の
な
い
明
る
い
社
会
が
築
き
あ
げ

ら
れ
て
行
く
も
の
と
思
い
ま
す
。
非

行
を
防
ぐ
と
共
に
非
行
に
陥
っ
て
し

ま
っ
た
人
達
を
た
だ
に
く
み
嫌
う
だ

け
で
な
く
、
そ
の
人
達
の
立
ち
直
り

更
生
を
助
け
る
為
に
地
域
皆
さ
ん
方

の
ご
協
力
切
に
お
ね
が
い
し
ま
す
。

防
ご
う
非
行

　
　
助
け
よ
う
立
ち
直
り

　
　
　
東
頸
城
地
区
保
護
司
会
長

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
秀
雄



”lll””””1””Ill”””1”lll””””1”II”1””llこうほう・まつだい（7月号）”Ill””ll””川llll””IIlll”II””ll””III“1”IIII”Ill”IlllllII””III”II”IIIII”Illl”III“IIII”IIll”III“Il”Illlll”ll川lll”1”IIllllII“81“III”III1“llIIII

明
る
い
村
づ
く
り
、
家
庭
づ
く
り
を

　
　
　
め
ざ
し
て
　
太
平
友
の
会
会
長
相
沢

幸

　
太
平
友
の
会
が
誕
生
し
て
今
年
で

十
一
年
目
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
太
平

友
の
会
の
誕
生
し
た
経
過
を
紹
介
す

る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
最
近
は
ど
こ
の
部
落
で
も
若
い
人

が
少
な
く
部
落
に
活
気
を
与
え
て
く

れ
る
青
年
会
な
ど
が
自
然
の
う
ち
に

な
く
な
っ
て
い
く
様
に
思
い
ま
す
。

　
大
平
部
落
も
こ
の
例
外
で
は
な
く
、

盆
踊
り
等
に
よ
る
部
落
民
が
一
同
に

集
ま
り
、
一
緒
に
踊
り
、
歌
い
、
話

し
合
う
場
が
皆
無
の
状
態
で
部
落
民

の
団
結
や
協
力
性
が
非
常
に
薄
く
な

り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
家
が
少
し
離

れ
て
い
れ
ば
年
に
数
え
る
程
度
の
対

話
し
か
出
来
な
い
人
も
多
く
あ
っ
た

様
で
す
．

　
そ
こ
で
こ
の
様
な
状
態
で
は
よ
り

良
い
村
づ
く
り
、
家
庭
づ
く
り
が
出

来
な
い
と
感
じ
た
数
名
の
方
が
発
起

人
と
な
り
今
の
太
平
友
の
会
が
誕
生

し
た
訳
で
す
。
で
す
か
ら
部
落
の
中

か
ら
盛
り
上
が
っ
て
出
来
た
団
体
で

す
の
で
友
の
会
の
運
営
、
行
事
等
は

一
切
部
落
民
だ
け
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
今
ま
で
友
の
会
が
行
っ
て
来

た
行
事
等
を
紹
介
し
て
み
ま
す
。

　
第
一
に
部
落
内
町
道
を
部
落
民
の

い
こ
い
の
場
と
し
て
日
曜
日
の
第
一

と
第
三
に
町
に
陳
情
し
開
放
し
て
も

ら
っ
た
事
で
す
。
こ
の
事
に
よ
っ
て

子
供
達
は
車
の
心
配
な
く
大
い
に
遊

び
運
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
大
人
の

人
達
も
そ
こ
に
家
族
で
集
ま
り
一
緒

に
運
動
し
た
り
話
を
す
る
事
が
出
来

非
常
に
喜
こ
ん
だ
も
の
で
す
。
こ
の

開
放
道
路
は
五
十
六
年
に
太
平
広
場

を
造
っ
て
い
た
だ
い
た
時
に
元
の
部

落
町
道
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
二
は
盆
踊
り
の
復
活
で
す
。
当

初
は
広
場
が
無
か
っ
た
た
め
ミ
ツ
友

シ
ル
ク
工
場
の
空
地
を
お
借
り
し
て

行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
事
は
部
落

の
人
達
が
全
員
で
集
ま
っ
て
行
う
の

で
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

大
変
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
三
は
運
動
会
を
部
落
独
自
で
実

施
し
た
事
で
す
。
こ
の
行
事
も
当
初

は
広
場
が
無
い
た
め
道
路
で
や
っ
た

り
、
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
お
借
り

し
て
、
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
行

事
も
部
落
民
全
員
で
汗
を
流
し
、
笑

い
、
一
致
協
力
し
て
や
る
の
で
非
常

に
会
員
間
の
結
び
つ
き
が
強
く
な
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
運
動
会

は
十
年
間
実
施
し
ま
し
た
が
、
子
供

会
の
人
数
の
減
少
や
町
の
ス
ポ
ー
ツ

行
事
な
ど
と
重
な
る
た
め
、
そ
ち
ら

の
方
に
参
加
し
よ
う
と
い
う
事
に
な

り
一
時
休
む
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
他
に
は
ス

キ
ー
大
会
な
ど
も
あ
り
こ
れ
は
五
十

二
年
か
ら
八
年
続
き
運
動
会
と
同
様

劉
翔
顯
，

議
　
　
灘

灘
灘

懸
襲
・

灘

鵬

　
　
　
　
ド
ぎ

灘
態

最
近
は
町
の
大
会
や
室
野
の
ス
キ
ー

大
会
な
ど
に
参
加
し
今
で
は
大
会
は

休
ん
で
い
ま
す
．

　
第
四
に
は
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
五

十
三
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
事
で
す
。

こ
の
事
は
部
落
民
の
一
日
の
活
動
の

準
備
運
動
と
し
て
又
健
康
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
役
立
っ
た
行
事
で
す
。

こ
の
行
事
は
今
年
で
八
年
目
に
な
り

ま
す
が
こ
れ
は
将
来
も
続
け
て
行
く

計
画
で
い
ま
す
．

　
第
四
に
は
部
落
民
の
教
養
の
場
と

し
て
講
演
会
（
勉
強
会
）
を
実
施
し

た
事
で
す
。
「
地
域
社
会
の
望
ま
し
い

あ
り
方
に
つ
い
て
」
清
水
小
の
校
長

先
生
よ
り
「
町
の
歴
史
に
つ
い
て
」

町
職
員
よ
り
「
町
政
に
つ
い
て
」
町

長
よ
り
部
落
に
来
て
い
た
だ
き
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
「
家

庭
教
育
と
地
域
社
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て
」
松
代
小
学
校
の
校
長
先
生
よ

り
ご
講
演
い
た
だ
く
事
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
以
上
五
つ
程
の
友
の
会
の
行
事
を

紹
介
し
ま
し
た
が
、
他
に
も
今
ま
で

に
は
数
多
く
の
行
事
を
や
っ
て
き
ま

し
た
が
、
友
の
会
の
会
員
の
皆
さ
ん

の
団
結
、
会
員
同
士
の
信
頼
感
が
出

来
た
事
は
こ
の
よ
う
な
行
事
の
お
か

げ
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
よ
り
よ
い
村
づ
く
り

と
明
る
い
家
庭
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

友
の
会
の
運
営
、
行
事
を
行
っ
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

健
康
で
明
る
い
子
ど
も
に
し
た
か

つ
た
ら
、
幼
い
う
ち
か
ら
親
子
で

遊
ぶ
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
。

　
子
ど
も
の
体
力
、
運
動
能
力
を
決

定
す
る
の
は
幼
児
期
の
運
動
で
す
。

幼
児
期
に
遊
び
を
知
ら
な
か
っ
た
子

ど
も
は
体
力
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
運

動
能
力
が
な
い
ば
か
り
か
、
ス
ポ
ー

ツ
嫌
い
の
お
と
な
に
な
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
．

　
健
康
で
明
る
い
元
気
な
子
ど
も
に

し
た
か
っ
た
ら
思
い
っ
き
り
遊
ば
せ

る
こ
と
で
す
。
と
は
い
っ
て
も
幼
い

う
ち
は
一
人
遊
び
よ
り
も
お
母
さ
ん
、

お
父
さ
ん
と
の
遊
び
を
好
み
ま
す
。

一
緒
に
遊
ん
で
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
子

ど
も
と
遊
ぶ
こ
と
は
、
親
の
ほ
う
に

も
思
い
の
ほ
か
体
力
が
要
求
さ
れ
ま

す
か
ら
、
運
動
不
足
の
解
消
に
な
り

ま
す
。

　
子
ど
も
の
好
き
な
”
馬
”
は
足
、

腰
、
背
を
き
た
え
ま
す
し
、
　
”
シ
ー

ソ
ー
は
柔
軟
性
を
回
復
す
る
の
に
格

好
の
遊
び
で
す
．

　
子
ど
も
と
遊
ぶ
こ
と
は
、
身
近
に

子
ど
も
の
発
育
状
況
を
観
察
す
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。
つ
い
こ
の
間
ま

で
は
感
じ
な
か
っ
た
の
に
、
急
に
子

ど
も
の
体
重
が
負
担
に
思
え
た
り
、

鉄
棒
に
ぶ
ら
さ
が
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
、
ブ
ラ
ン
コ
が
こ
げ
る
よ
う
に
な

っ
た
…
…
ど
れ
も
こ
れ
も
よ
い
思
い

出
に
な
る
は
ず
で
す
。
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中学生をお持ちのご両親へ

⑭

登校拒否その①“優等生息切れ型”

　学校へは行かなければならないと分かっているのだが、どうして

も行けない　　これが登校拒否です。この点が、行きたくなくて行

かない、いわゆる蟻ずる休み”と根本的に異なるところです。学校

に行かないということでは同じですが、その背景はまるで違うとい

うこと、この“診断”を誤らないようにすることが大切です。子供

自身は惑行かなければ……”と、もんもんとしているのです。こん

な状態の子供に「なぜ、学校に行けないの？どうすれば行けるの？」

と責め続けていると、子供によっては憾逃げ場”を失って暴力を振る

ったり、非行に逃げこむことがあります。

■2つある登校拒否の型

　登校拒否には、大きく分けて2つのタイプがあります。1つは急

性型　　神経症的傾向の強い“優等生息切れ型”と呼べるもの。も

う1つは慢性型で、幼稚園あるいは小学校時代から尾をひく、依存・

甘えの傾向の強いもの。

　急性型の登校拒否に陥る子供には、次のような2つの特徴が見ら

れます。まず、第1次反抗期がないこと。4～6歳になると自我が

強くなってきて、なんでも自分でやってみたくなります。このころ、

どの子にもそれなりに見られるであろう反抗的な行動がなく、親か

らみれば、素直でいい子、手間ヒマかからなかった子供です。

　2つめの特徴は、小学3年～5年生のいわゆるギャング・エイジ
の時代に、挫折経験を味わったことがないこと。この時期の子供た

ちは、仲間が集まって群れをなして遊ぶことが多くなります。集団

意識が強く、親の言うことより仲間との約束を優先したりします。

この時期、子供たちは、友達との交わりの中で失敗したり、悩んだ

り、挫折経験を繰り返しながら成長していくのが普通です。ところ

が、中学生になって急性の登校拒否を起こす子供には、この時期の

挫折経験がないことが目につきます。失敗しそうなことには最初か

ら手を出さない、親の言うことには素直に従う、いわゆるいい子で

す。母親は、どちらかというと過干渉のタイプが多いようです。

■気持ちをやわらげてやることが立ち直りの第1歩
　中学校は、小学校に比べてより広い地域から生徒が集まります。

それまで成績のよかった子も、努力はしているのだが思いどおりに

成績が伸びなくなったりします。そうすると、焦りが高じて、生ま

れて初めての挫折を経験することになります。ゴムが伸びるだけ伸

びきってしまった状態　　挫折を乗り超えるだけの性格的な強さも

なく、いちばん安全である家にとじこもっていきます。これが登校

拒否の状態です。

　登校拒否は昭和40年代になって初めて見られるようになったもの

で、それまでは言葉すらありませんでした。

　非行が公共のルールや規範を破るなど、反社会的であるのに対し、

登校拒否は自分の周囲の環境にうまく適応していけないという、い

わば非社会的な行為であるところに特徴があります。

　登校拒否の子供は、学校に絶対的な価値を置き、行かないのは悪

だ　　という自責の念にさいなまれていることが多く、気持ちの負

担を軽くしてやることが治療・立ち直りの第1歩になります。
〔指導〕警視庁世田谷少年センター・カウンセラー岩佐壽夫

彦
彰
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魯
彦
聖
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彦
聖
魯
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彰
き
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魯
聖
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彦
彰
き
穆
彦
婁
彦
彦
婁
魯
聖
彰
彰
彰
聖
魯
彦
彦
魯
彦
童
聖
彦
彦
魯
彦
童
彦
彦
彰
彦
彦
彦
聖
彦
聖
彦
聖
聖
魯
聖
彦
彰
さ
穆
聖

選挙運動

　　　　ロ　　　　　　　　　　　ロ

乙θ鞭伽門

野
　　ヘバ
｝欠　’禽

、　ρ
郎

（！《
‘　ノ、　　丙　も

◎h

．，ぐ

雛纏」

選
挙
ひ
と
く
ち
メ
モ
⑥

選
挙
運
動
の
方
法
そ
の
－

篠
簾
翰
鍵
繊
る
選
挙
漣
動

　
文
書
に
よ
る
も
の

　
選
挙
事
務
所
を
表
示
す
る
ポ
ス
タ

ー
、
立
札
、
ち
ょ
う
ち
ん
。

　
選
挙
運
動
用
自
動
車
に
使
用
す
る

ポ
ス
タ
i
、
立
札
、
看
板
。

　
個
人
演
説
会
場
で
の
ポ
ス
タ
ー
、

ち
ょ
う
ち
ん
、
看
板

　
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
（
町
議
選
、

町
長
選
は
五
〇
〇
枚
ま
で
）

　
選
挙
運
動
用
ハ
ガ
キ
（
町
議
選
八

○
○
枚
、
町
長
選
二
、
五
〇
〇
枚
ま

個
人
演
説
会

街
頭
演
説

連
呼
行
為

個
々
面
接

電
話
に
よ
る
選
挙
運
動

目
論
に
よ
る
も
の

で
）
新
聞
広
告
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～
　
嚢
、
駆
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　　　　　　　　　　　　　　　　鷺　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　繋　　　　　　　　　　繋
　　　　　　　　　　ξ
　　　　　　辮

　多

　
ま
ず
、
神
社
及
び
当
部
落
が
歩
ん

で
き
た
経
過
に
つ
い
て
、
書
い
て
み

ま
す
。

　
諏
訪
神
社
、
十
二
神
社
合
祀
再
建

棟
札
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
三
年
五

月
八
日
庚
子
旧
四
月
十
日
遷
官
と
記

さ
れ
て
あ
る
。
神
社
の
内
部
の
両
側

に
は
、
地
域
の
方
々
の
目
作
の
俳
句

が
額
の
中
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

　
其
の
時
代
よ
り
祭
禮
は
九
月
の
秋

分
の
日
と
決
め
ら
れ
、
子
供
の
頃
は

一
番
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
事
が
思
い

出
さ
れ
る
。
最
近
は
稲
刈
り
も
早
く

な
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
の
芽
葺
屋
根
は
腐
り
、
雨
も

り
も
す
る
様
に
な
っ
た
の
で
、
昭
和

四
十
六
年
に
屋
根
だ
け
を
取
り
替
え

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
明
治
三
十
年
当
時
は
、
十
八
軒
と

棟
札
に
書
か
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十

七
年
頃
ま
で
は
十
五
軒
で
あ
っ
た
が
、

ど
こ
の
部
落
も
同
じ
事
で
過
疎
が
始

ま
り
、
現
在
で
は
八
軒
と
な
っ
た
が
、

昔
も
、
今
も
団
結
し
て
部
落
の
発
展

に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
紹
介
し
て
み
た

い
事
が
あ
る
。
当
部
落
は
妻
有
言
葉

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
様
に
、
昔
か
ら

生
活
道
路
の
関
係
も
あ
り
、
魚
沼
方

面
か
ら
の
縁
談
が
多
く
あ
っ
た
よ
う

幾

協
　
　
　
　
剛

写

、豊

鰹
櫛

懸驚論繍
難綱鋤欝

灘

　　磁

…遡

o
　
身

、
縄
、
v義

撫
難

（
昭
和
3
0
年
頃
の

沁
彙

　　　　　　　　　　　　　　　　　羅讐腿爆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駕鯨、、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　講
　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧織、

　　　　　　　　　　　　　　　　　’・くい　　　　笥

　　　、灘　……，酬澤、．　　　　　　黙撫臓1

響轡馨幾議．

欝懲、．、驚、’

　　　　　　蓑

欝『鱗“

　鷹語津
　触．藩、麟詳

　　　　　馨　　　　　　　　　　　藝

　　　　　　　　　　　攣

嚇

　　　　　　　　馨　　　　　　　　蓉　篤　　　　　　　ミ懲　　　　　　　　　　澱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
謬
灘

羅
華
．
噸
．
　

　
　
、
欝
灘
欝
鱒
、

　
　
灘
灘

　
　
講
　
灘
．

窯
鱗
繍
　
麟

　
　
　
毒
　
　
　
　
　
’
p
叢
鍵

　
片
桐
山
部
落
）

鱒

雛

”
ぺ
ー
ジ
ヘ
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m
ぺ
階
ジ
よ
り

で
あ
る
。
今
、
部
落
で
一
番
の
老
夫

婦
の
方
に
聞
い
て
み
る
と
、
昭
和
十

八
年
四
月
十
二
日
、
中
魚
沼
郡
樽
沢

部
落
よ
り
当
部
落
に
嫁
に
来
た
と
の

　
　
　
　
　
　
　

事
。
春
と
は
い
え
、
今
み
た
い
に
除

雪
す
る
訳
で
も
な
い
雪
道
を
約
二
里

（
八
キ
ロ
）
近
い
距
離
を
下
駄
ば
き

で
来
た
と
い
う
話
に
驚
か
さ
れ
た
。

当
時
の
事
だ
か
ら
、
神
社
の
近
く
ま

で
、
　
「
ス
ッ
ペ
」
か
「
ウ
ソ
カ
ケ
」

又
は
長
靴
を
は
い
て
き
て
、
神
社
で

下
駄
に
は
き
か
え
た
も
の
だ
と
思
っ

て
い
た
の
だ
が
・
・
。
話
に
よ
る
と
、

両
親
が
嫁
だ
か
ら
着
物
に
下
駄
だ
と

言
っ
て
無
理
や
り
に
は
か
せ
た
と
か
。

道
中
泣
き
な
が
ら
来
た
と
の
事
。
又
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
カ
ム
カ
イ

当
時
は
嫁
を
向
え
に
、
近
向
い
と
言

っ
て
、
両
家
打
合
せ
の
場
所
で
若
衆

が
酒
を
飲
み
か
わ
し
、
ホ
ロ
酔
い
気

嫌
で
嫁
と
一
緒
に
来
た
事
も
今
で
も

記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

　
飯
山
線
が
着
工
し
十
日
町
に
駅
が

で
き
る
と
い
う
事
で
、
十
日
町
ま
で

荷
車
だ
け
で
も
通
る
道
路
を
改
良
し

よ
う
と
部
落
の
総
意
で
決
定
し
、
大

正
九
年
に
着
工
、
昭
和
七
年
ま
で
十

一
年
の
歳
月
を
か
け
て
竣
工
と
な
っ

た
。
今
で
も
そ
の
苦
労
の
印
と
し
て
、

神
社
境
内
に
”
開
通
記
念
”
と
刻
み

込
ま
れ
た
大
き
な
石
が
残
っ
て
い
ま

す
。
先
輩
の
方
々
に
感
謝
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
．

　
昭
和
七
年
、
こ
の
頃
初
め
て
自
動

車
が
入
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
神

社
の
石
燈
籠
を
寄
付
さ
れ
た
方
が
、

十
日
町
の
石
屋
さ
ん
よ
り
積
ん
で
入

っ
た
と
の
事
で
す
。

　
終
戦
後
、
村
役
場
本
村
に
通
ず
る

「
行
財
政
道
路
」
が
必
要
だ
と
い
う

事
で
、
孟
地
・
滝
沢
間
を
林
道
と
し

て
改
良
し
た
が
自
動
車
が
通
る
道
で

は
な
か
っ
た
。
ま
も
な
く
し
て
、
孟

地
・
荒
瀬
線
と
し
て
再
度
改
良
が
始

ま
り
、
こ
の
時
初
め
て
役
場
の
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
が
入
っ
て
き
て
村
民
を
驚

か
せ
た
。
こ
の
時
、
一
層
部
落
民
の

道
路
熱
が
高
ま
っ
た
。
昭
和
四
十
三

年
、
滝
沢
部
落
ま
で
完
成
、
こ
の
頃

神
社
の
大
樫
が
切
ら
れ
た
。

　
時
代
の
進
歩
は
”
光
陰
矢
の
如
し
”

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
作
業
の
見
物
に
集
ま

っ
た
部
落
民

で
無
雪
道
路
の
時
代
に
な
り
又
、
路

線
の
変
更
と
も
な
っ
た
。
天
王
橋
、

中
子
・
片
桐
山
間
の
着
工
、
現
在
、

両
端
及
び
中
央
の
橋
脚
が
で
き
て
い

て
、
来
年
六
十
一
年
度
に
は
、
全
長

八
十
九
メ
ー
ト
ル
と
い
う
橋
が
完
成

す
る
運
び
と
な
っ
て
い
る
。

　
色
々
と
申
し
述
べ
た
い
こ
と
も
あ

る
が
こ
れ
に
て
部
落
紹
介
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
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診◎※照◎
　
　
◇

毎
　
　
◎

窃
　
◎
　
◇
　
◇
　
鰯
　
◎
　
◎
　
◇
　
織
　
概
　
づ
　
◇
　
づ
　
◎
　
観
　
◇
　
づ
　
◎
　
◇
◎
◇
　
◇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ

お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
∞
⇔

◇
豆
窃
◇
窃
観
づ
◎
鰯
◎
◎
◎
窃
　
　
◎
◎
◎
◎
観
◎
◎
窃
φ

　
　
　
　
大
和
電
建
松
代
電
子
工
場

写

懸1
熾
，

　
今
回
は
、
松
代
町
総
合
体
育
館
の

そ
ば
に
あ
る
、
大
和
電
建
松
代
電
子

工
場
を
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
。
　
（
旧
松

代
中
学
校
寮
）

　
工
場
長
の
小
堺
さ
ん
（
蒲
生
出
身
）

は
、
田
舎
ば
な
れ
し
た
口
調
で
（
5
9

年
秋
U
タ
ー
ン
）
説
明
し
て
く
れ
た
。

　
従
業
員
は
3
3
名
（
男
子
6
名
、
女

子
2
7
名
）
朝
8
時
か
ら
、
夕
方
5
時

10

分
ま
で
の
勤
務
時
間
で
あ
る
。

　
二
階
に
あ
が
る
と
、
ハ
ン
ダ
の
匂

い
が
し
た
。

　
一
人
々
の
仕
事
の
内
容
は
ち
が
う
、

基
盤
が
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
に
乗
っ

て
流
れ
て
い
る
。

　
テ
レ
ビ
の
（
1
4
イ
ン
チ
型
が
主
で

他
に
5
～
6
種
あ
る
）
基
盤
づ
く
り

で
あ
る
。

　
基
盤
の
部
品
は
鋤
種
位
あ
り
、
こ

の
工
場
で
は
、
励
～
拗
個
の
部
品
が

手
ぎ
わ
良
く
、
処
理
さ
れ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
テ
ス
ト
パ
タ
ー
ン
が
さ

れ
終
了
と
な
り
箱
づ
め
さ
れ
る
。

　
月
製
産
台
数
は
一
万
～
一
万
五
千

台
で
、
外
注
（
内
職
）
も
あ
り
、
受

注
高
は
一
定
し
て
い
る
。

　
仕
事
場
に
は
、
音
楽
が
流
れ
、
手

先
の
緊
張
と
は
裏
腹
に
和
や
か
な
雰

囲
気
で
あ
る
．

　
出
勤
率
も
9
割
台
に
な
っ
て
き
て

喜
ん
で
い
ま
す
。
冬
場
の
ト
ラ
ッ
ク

の
出
入
が
大
変
で
、
ブ
ル
に
引
か
せ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
と
工
場
長
は
、

完
成
し
た
基
盤
を
見
な
が
ら
、
私
共

に
話
さ
れ
た
．

　
今
年
、
巣
立
っ
た
つ
ば
め
で
あ
ろ

う
か
、
窓
ご
し
の
電
線
に
仲
良
く
な

ら
ん
で
い
た
。
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生渥学習の

　　時代
魏　　　　　4

　
人
は
だ
れ
で
も
生
涯
に
わ
た
り
、

家
庭
や
学
校
や
社
会
と
い
っ
た
場
で

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
体
験
し
、
そ
こ

か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
な
が
ら
成

長
し
て
い
き
ま
す
。

人
格
の
形
成
に
と

っ
て
、
ど
の
よ
う

な
体
験
を
し
、
ど

の
よ
う
な
学
習
を

す
る
か
が
、
き
わ

め
て
大
事
な
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

校
、

家庭教育

し
か
し
、
今
で
は
医
学
や
心
理
学
の

研
究
が
た
い
へ
ん
進
み
、
人
間
は
胎

児
の
時
か
ら
視
力
も
聴
力
も
働
い
て

い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
乳
幼
児
の
時
期
の
育
ち
方
や

体
験
が
、
そ
の
後
の
身
体
の
発
達
や

性
格
の
形
成
な
ど
に
重
要
な
意
味
を

も
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」

が
、
科
学
的
に
裏
づ
け
ら
れ
た
と
い

う
わ
け
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、
家

庭
教
育
は
、
乳
幼
児
の
時
期
か
ら
お

ざ
な
り
に
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
り

学
習
意
欲
の
基
礎
は

　
　
　
　
　
　
家
庭
環
境
か
ら

　
　
　
　
　
で
す
か
ら
、
家
庭
、
学

　
　
社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
が
、
人

間
性
豊
か
な
人
格
形
成
に
ふ
さ
わ
し

い
環
境
と
な
る
こ
と
こ
そ
、
生
涯
学

習
の
基
本
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

お
ざ
な
り
に
で
き
な
い

　
　
　
　
乳
幼
児
の
家
庭
教
育

　
最
近
、
家
庭
教
育
の
大
切
さ
が
再

認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤

ち
ゃ
ん
は
目
も
見
え
な
け
れ
ば
耳
も

聞
こ
え
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
す
。
子
供
が
人
間
性
豊
か
な
人
格

の
持
ち
主
と
な
り
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
学
習
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
持
ち

続
け
る
か
ど
う
か
　
　
こ
れ
は
「
家

庭
教
育
」
の
あ
り
方
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
の
で
す
。

じ

P1
）一

勘

　
人
間
性
豊
か
な

　
　
　
　
　
人
格
形
成
を

　
人
間
に
は
、
子
供
か
ら
大
人
へ
と

成
長
し
て
い
く
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
、

身
に
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、

身
体
の
発
育
、
運
動
機
能
、
知
識
、

情
緒
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
あ

り
ま
す
が
、
人
間
性
豊
か
な
人
格
を

形
成
す
る
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な

点
に
配
慮
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
乳
児
期
に
は
、
親
や
周
囲
の
人
々

に
対
す
る
信
頼
感
を
持
つ
こ
と
。
幼

児
期
に
は
自
立
心
を
身
に
つ
け
る
こ

と
。
少
年
期
に
は
活
動
性
や
自
発
性

を
発
揮
す
る
こ
と
。
青
年
期
に
は
、

自
分
の
態
度
や
行
動
に
一
貫
性
を
保

て
る
よ
う
に
自
己
の
確
立
を
目
指
す

こ
と
。

　
子
供
が
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
達

成
す
る
た
め
に
は
、
親
が
そ
れ
に
ふ

さ
わ
し
い
環
境
を
作
っ
て
や
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
第

一
に
、
親
が
子
供
と
の
触
れ
合
い
を

多
く
持
ち
、
子
供
に
体
験
、
思
考
、

選
択
さ
せ
る
機
会
を
豊
富
に
持
た
せ

て
や
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
第
二
に
、

親
自
身
が
ひ
た
む
き
に
、
し
か
も
楽

し
く
学
び
続
け
る
こ
と
で
す
。
そ
う

す
れ
ば
、
子
供
も
自
然
と
親
を
見
習

っ
て
、
生
涯
学
習
に
取
り
組
む
姿
勢

を
持
つ
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

響家膜晶齢圓魏鎚・自転輯
　自転車の交通事故でいちばん多いのが　　　　　　　　　　　また・青信号になったからといって一

・・飛び出し〃によるものです　　　　　　　　　　　　　　気に飛び出すことも大変危険です・自分
路腕ど狭し＼道から大きし＼遍りに出る　　飛勝手に・・車が来ないから大丈夫だ略ど

繋曇℃1㌘竣甦溢絵鞍講、，，総

ll欝警響麟　rr些蟹標、，讐あるところで、．必ず止講
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驚 鵬　騒

’柵

，翻鯖回儘商曝議・

㌔　繍 畿
　　　　き

螺〆慧
、
獲

　　　頚　螺・
　　　　蚕

　舞

…　　　、、灘
麟

鑛

　
　
　
　
　
総
　
　
ラ

謬
、
購
懸
薫

　
老
若
男
女
を
閂
わ
ず
町
民
が
』
一

』
漠
掴
絵
、
懸
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
　
．

健
康
灘
体
力
の
維
持
増
進
と
親
睦
．
騨

羅
薩
棚
馴
獺
故
里
に
愛
着
と
生
き
、
』

㎜
灘
騨
櫟
鰭
鞭

醗
皿
“
羅
大
な
体
育
祭
に

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

晴　天　時　種　目 組数 時　　　間 雨　天　時　種　目

ボール運びリレー 2 9　：30　～　　9　：45 同　　　じ

読書デートリレー 2 9：45　～　　10：00 二人三脚　リ　レー

が　ん　ば　れ　青　春 1 10：00～10：10 1000M　　競　　歩
風　船　割　り　競　争 1 10：10　～　　10：20 同　　　じ

綱引　き競争（予選） 10：20　～　　10：40 同　　　じ

輪の中ボールリレー 1 10：40　～　　10：55 同　　　じ

幼　児　　レ　ー　ス 10：55　～　　11：00 同　　　じ

ゲートボールリレー 2 11：00　～　　11：15 ロボットボールリレー

障　害　物　リ　レ　ー 2 11：15　～　　11：35 同　　　じ

とおちゃんかあちゃん
玉入れ競争 1 11：35　～　　11：55 同　　　じ

昼　　　　　　　食 11：55　～　　13：00

ア　ト　ラ　ク　シ　ョ　ン 13：00　～　　13：20 同　　　じ

小、中学生400M　R（女子） 2 13：20　～　　13：30 片　足　走　リ　レ　ー

小、中学生400M　R（男子） 2 13：30　～　　13：40 片　足　走　リ　レ　ー

大　玉　送　り　競　争 13：40　～　　13：55 同　　　じ

キス・オブ・ファイアー 2 13：55　～　　14：10 同　　　じ

綱引　き競争（決勝） 14：10　～　　14：30 同　　　じ

体育祭珍道中リレー 2 14：30　～　　14：50 棒　　で　仲　　よ　　く

地区対抗リレー（女子） 1 14：50　～　　15：00 ■　●　●　●　■　●

　＞玉入れリレー
●　●　●　●　●　●地区対抗リレー（男子） 1 15：00　～　　15：15

※時間については予定ですので早目に集合して下さい。

お
忙
し
い
時
で
も
あ
り
、

暑
さ
も
き
び
し
い
時
期
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
で

　
一
日
い
い
汗
を
流
し
楽
し
く
過
し
ま
し
よ
う
！
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麗
騨ズ⑱

轍

大人の油断：が’
　　　　　　r一』　　　　＾　　噸　｝　　　　　　　　　　ゼ　　ら　　　　　　r＝＝＝＝＝　　も　　　　　　一＝＝ワ　　‘ノ
　　　　　　ドノリき　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　の　　　

　　　　　ま　　　ヘ
事故を呼ぶ灘難製

〈ださい。

　子供たちに夏の夜を楽しく安全に過

ごさせるために、保護者や大人はどう

すればよいかを考えてみましょう。

　夏になると、夜は花火を楽しむお子

さんも多いことでしょう。

しかし、ちょっと親が油断をすると事

故につながるということを忘れないで

　
夏
の
夜
、
庭
先
で
の
花
火
は
蒸
し

暑
さ
を
一
瞬
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
も

の
で
す
。
し
か
し
、
家
庭
で
手
軽
に
扱

っ
て
い
る
花
火
も
原
料
は
「
火
薬
」
。

ち
ょ
っ
と
間
違
っ
た
扱
い
方
を
す
れ

ば
、
火
事
や
や
け
ど
な
ど
思
わ
ぬ
事

故
を
起
こ
し
ま
す
。

　
花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
必
ず
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

1
場
所
選
び

　
空
を
飛
ん
だ
り
、
火
花
が
吹
き
出

す
花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
、
広
い
場
所

を
選
ん
で
や
り
ま
し
ょ
う
。
住
宅
の

密
集
し
た
場
所
だ
と
火
の
粉
が
屋
根

に
落
ち
た
り
、
周
り
の
板
壁
に
飛
ん

だ
り
し
て
火
事
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
特
に
、
近
く
に
紙
く
ず
や
枯
木
な

ど
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い
か
、
よ

く
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
風
の
強
い
と
き
な
ど
は
、

花
火
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

2
大
人
も
一
緒
に

　
子
供
だ
け
で
花
火
を
し
て
い
る
と
、

万
一
紙
く
ず
に
火
が
燃
え
移
っ
て
も

適
切
な
措
置
が
と
れ
な
か
っ
た
り
、

服
に
火
が
着
い
て
や
け
ど
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
花
火
を
す
る
と
き

に
は
必
ず
大
人
が
付
き
添
い
ま
し
ょ

う
。

／

風
恢
☆
　
二
、
章

　
3
説
明
書
き
は
必
ず
読
む

　
花
火
に
火
を
つ
け
る
前
に
は
必
ず

説
明
書
き
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

　
花
火
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
使
い
方
が

あ
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
か
っ
こ
う

を
し
て
い
て
も
、
手
に
持
っ
て
楽
し

め
る
も
の
と
、
地
面
に
立
て
な
け
れ

ば
危
険
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数

本
ま
と
め
て
火
を
つ
け
た
り
す
る
と

大
変
危
険
で
す
．

4
近
く
に
水
の
入
っ
た

　
　
バ
ケ
ツ
を
置
く

　
花
火
の
燃
え
が
ら
を
確
実
に
消
す

に
は
水
が
一
番
で
す
。
そ
の
た
め
に

水
を
は
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
、
燃

え
つ
き
た
花
火
や
マ
ッ
チ
は
必
ず
こ

の
中
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。
万
一
、
紙

く
ず
に
火
が
移
っ
た
と
し
て
も
、
こ

の
水
を
か
け
れ
ば
直
ち
に
消
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

戸
籍
の
窓
ロ

六
月
受
付
分

　
げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
誕
生
）

関
谷
祐
介
　
父
稔
幸
　
母
明
子

　
　
　
（
長
男
・
松
代
・
藤
野
家
）

秋
山
健
太
　
父
喜
義
　
母
ひ
と
み

　
　
　
（
長
男
・
清
水
・
か
じ
や
）

小
堺
由
美
　
父
健
一
郎
　
母
つ
や
子

　
　
　
　
（
二
女
・
蓬
平
・
坂
口
）

小
堺
　
聴
　
父
定
男
　
母
春
美

　
　
　
（
二
男
・
室
野
・
幸
之
蒸
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

柳
　
ツ
ジ

石
田
作
次

富
澤
フ
ミ

牧
田
オ
キ

宮
澤
ト
シ

81　83　77　56　88

歳歳歳歳歳

下峠太苧千
山　平島年

中小田上松
子沢中原院

　
二

一
為

｛
一
一

ず一

乳
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文　　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ロ

　
　
　
　
　
　
‘
．
一
に

　
　
　
　
　
　
一
、

　
　
　
　
　
　
一
ρ

　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
’
欝

芸

　
　
　
　
　
　
　
の
で

　
　
　
　
　
　
　
容
「
塁

　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

　
　
　
　
　
　
　
’
．

　
　
し
ぶ
み
句
会

卯
の
花
の
枝
垂
れ
て
溢
る
用
水
路

消
し
炭
は
四
隅
に
積
ま
れ
夏
炉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

薬
缶
あ
り
灰
冷
た
く
も
夏
炉
か
な

曲
り
行
く
谷
間
を
埋
め
て
う
つ
ぎ
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
史

串
餅
を
夏
炉
に
焼
き
て
山
の
宿

卯
の
花
が
今
盛
り
な
り
バ
ス
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

火
の
気
な
き
夏
炉
な
れ
ど
も
寄
り
所

卯
の
花
が
韓
き
合
い
て
咲
き
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

卯
の
花
を
笠
に
こ
ぼ
し
て
田
水
引
き

卯
の
花
の
匂
う
日
蔭
に
座
を
と
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

道
果
つ
や
卯
の
花
散
り
し
休
耕
田

乗
り
替
え
て
な
お
卯
の
花
の
峡
続
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

離
村
す
る
う
わ
さ
の
藁
屋
紅
卯
つ
木

方
丈
の
も
て
な
し
嬉
し
大
夏
炉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

う
つ
木
咲
く
谷
の
底
よ
り
水
の
音

も
て
遊
ぶ
火
箸
の
あ
り
て
夏
炉
焚
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

足
洗
う
水
田
に
卯
の
花
う
つ
り
け
り

近
よ
れ
ば
ま
た
美
し
き
谷
う
つ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

城
山
へ
行
く
道
す
が
ら
花
う
つ
ぎ

煮
上
が
れ
ば
自
在
鉤
上
げ
夏
炉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

卯
の
花
を
手
折
り
て
森
の
小
道
出
づ

山
寺
の
夏
炉
人
寄
る
事
も
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

卯
の
花
の
こ
ぼ
る
る
小
道
亡
母
偲
ぶ

白
樺
と
卯
の
花
匂
う
ク
ラ
ス
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

花
卯
木
散
る
牧
場
に
牛
放
つ

炉
の
ほ
と
り
涼
風
入
れ
て
昼
寝
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

夕
幕
れ
は
夏
炉
の
煙
こ
も
ら
せ
て

山
道
に
卯
の
花
し
だ
れ
髪
な
ぜ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
根

　
蒲
生
句
会

山
鳩
の
鳴
く
声
背
な
に
田
草
取
る

山
笠
に
う
つ
ぎ
の
花
を
の
せ
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

大
寺
の
夏
炉
は
灰
の
整
え
り

県
境
の
深
山
に
雪
と
水
芭
蕉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

卯
の
花
や
田
水
す
く
い
つ
鎌
研
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
る
み

谷
川
の
水
嵩
増
せ
り
青
胡
桃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

湧
き
水
に
う
つ
ぎ
の
花
の
二
つ
三
つ

ア
サ
ツ
キ
の
玉
を
吊
し
て
梅
雨
晴
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

咲
き
初
め
し
う
つ
ぎ
見
上
げ
る
沢
蛙

二
条
植
え
映
る
卯
の
花
ゆ
る
が
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
　
煙

明
日
飛
ぶ
か
燕
身
構
え
巣
の
ふ
ち
に

こ
の
角
を
曲
が
れ
ば
葵
背
を
競
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

ひ
ら
ひ
ら
と
葛
の
奈
落
へ
蝶
墜
ち
ぬ

吹
き
上
ぐ
る
谷
風
に
蝶
生
ま
れ
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰

§
§
睾
ミ
げ
§
馨
薯
げ
§
§
§
§
憲
§
蜜

　
次
の
よ
う
に
文
芸
作
品
を
募
集
い

た
し
ま
す
。

　
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

O
募
集
部
門
な
ら
び
に
点
数

○
詩
　
　
　
一
編
（
四
〇
〇
字
詰
原
稿

　
　
　
　
用
紙
一
枚
程
度
）

○
短
歌
　
五
首
以
内
（
定
連
の
方
以

　
　
　
　
外
の
方
の
作
品
歓
迎
）

○
俳
句
　
五
句
以
内
（
し
ぶ
み
句
会

　
　
　
　
蒲
生
句
会
以
外
の
方
の
作

　
　
　
　
品
歓
迎
）

⇔
　
〆
切
　
　
八
月
末
日

口
　
送
付
先
　
松
代
町
役
場
、
総
務

　
　
　
　
　
　
課
、
広
報
係

（四）

㈲

ペ
ン
ネ
ー
ム
で
も
結
構
で
す
。

但
し
字
名
、
本
名
、
電
話
番
号

を
書
き
添
え
て
下
さ
い
。
連
絡

の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
。

編
集
の
都
合
で
逐
次
発
表
さ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

園
芸
一
ロ
メ
モ

H
松
代
園
芸
愛
好
会
”

樹
形
の
い
ろ
い
ろ

　
⑲
　
株
立
ち

　
一
も
と
か
ら
何
本
も
の
幹
が
株
に

な
っ
て
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幹
が
独

立
し
た
木
の
よ
う
に
み
え
ま
す
。

そ
し
て
、
長
短
太
細
、
幹
模
様
、
遠

近
感
、
枝
の
繁
閑
に
い
た
る
ま
で
、

適
当
に
調
和
し
、
林
相
の
美
を
あ
ら

わ
す
樹
形
で
す
．

　
　
根
張
り

　
根
本
は
太
り
、
岩
盤
上
で
、
八
方

根
張
り
、
大
地
を
つ
か
む
よ
う
な
状

態
が
望
ま
し
い
。

　
　
幹

　
主
幹
は
太
く
、
丈
も
高
く
、
威
厳

の
あ
る
も
の
が
よ
ろ
し
い
。
主
幹
の

太
さ
を
見
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
、
遠
近
法
は
も
ち
ろ
ん
考
慮
す
べ

き
で
す
が
、
そ
れ
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

む
し
ろ
前
を
低
く
す
る
の
も
一
方
、

各
幹
の
幹
模
様
は
共
通
す
る
よ
う
に

す
れ
ば
、
総
合
美
が
生
れ
ま
す
。

各
幹
が
主
幹
を
中
心
に
一
本
の
木
の

よ
う
な
感
じ
に
統
一
さ
れ
る
よ
う
に

し
ま
す
。

　
　
枝

　
各
幹
の
枝
は
外
側
に
強
く
張
出
さ

せ
ま
す
。
主
幹
の
枝
は
、
樹
冠
よ
り

三
段
ぐ
ら
い
は
車
枝
で
も
よ
い
が
、

そ
れ
よ
り
下
は
交
互
に
つ
け
ま
す
。

　
　
樹
冠

　
勢
力
の
集
中
し
て
い
る
感
じ
を
出

し
ま
す
。
各
幹
は
、
主
幹
の
枝
と
区

別
で
き
る
樹
冠
を
も
つ
こ
と
。


